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唐沢の福寿草
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　１月１２日、武石保育園でどんど焼きが行われ、

前日に作ったまゆ玉を焼いて今年の健康を祈りま

した。柳の枝に実るまゆ玉は、ほうれん草やニン

ジンのしぼり汁などを使って色をつけ、野菜や米

の花をかたどった園児の手作りです。園庭には、

地域の皆さんからいただいたダルマやしめ飾りで

やぐらが組まれています。園児はやぐらに火がつ

くと大喜びで、まゆ玉が焼けるのを待ちきれない

様子でしたが、火がおさまりまゆ玉が焼けると「あ

ったかくて、あま～い！」とおいしそうに食べて

いました。みんなの願いを口にした園児たちは、

今年も健康で素敵な年になることでしょう。
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　２月３日、武石保育園で節分豆まきが行われました。鬼が登場すると園児たちは
泣いたり大騒ぎ。怖いながらも豆を投げつけると、鬼は降参して外へ逃げていきました。
　今度は福の神が春を運んでくると、さっきまでの泣き顔がニッコリ笑顔になりました。
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　晴天に恵まれた１月８日、武石公民館で成人式が

行われ、武石地域では２８名が成人を迎えました。式

典では、新成人全員から家族への感謝の言葉や、２０

歳の抱負などがありました。また、新成人を代表し

て、三崎信吾さんから「私たちはこれから自らの未

来に向かい、自ら選択した道を歩んでゆきますが、

生まれ育った武石を誇りに思い、育ててくれた家族

や先生方を始め、お世話になったすべての方々に感

謝し、悔いのない人生を送っていきたいと思います」

と誓いの言葉がありました。

　２月１９日、武石公民館で第１９回ともしびの里芸能祭が開催されました。

武石地域で活動している団体やサークル、小、中学生など１９団体が出演し、

息のあった踊りや演奏、歌声など、日ごろの練習の成果を披露しました。

会場内は大いに盛り上がり、武石地域の芸能にふれられた一日でした。
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●
「
雲
渓
荘
の
今
後
に
つ
い
て

　

厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
る
雲
渓
荘
の
今
後
に
つ
い

て
、
地
域
協
議
会
で
は
、
１
年
に
わ
た
り
「
廃
止
も
含

め
て
存
続
の
方
策
を
検
討
す
る
」
と
い
う
形
で
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
委
員
が
任
期
満
了
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
一
旦
協
議
を
取
り
ま
と
め
、
４
月
か
ら
発
足
す

る
新
た
な
地
域
協
議
会
に
継
続
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
継
続
協
議
に
必
要
な
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
課
題
な
ど
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

雲
渓
荘
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
課
題
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新
た
な
委
員
に
よ
る
協
議
を
深
め
、
平
成　

年
３
月

２５

ま
で
に
、
地
域
協
議
会
と
し
て
雲
渓
荘
の
あ
る
べ
き
方

向
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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願
い
や
思
い
だ
け
で
存
続
を
決
め
る
の
で
な
く
、
雲

渓
荘
の
地
域
に
果
た
す
役
割
や
地
域
づ
く
り
の
効
果
、

経
営
や
運
営
の
長
期
見
通
し
、
存
続
の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
施
設
の
改
修
規
模
と
金
額
、
持
寄
り
基
金
投
入

額
等
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。
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現
受
託
団
体
の
市
地
域
振
興
事
業
団
が
平
成　

年
度

２６

以
降
も
指
定
管
理
者
と
し
て
応
募
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
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地
域
の
重
点
事
項
を
考
え
る

公
募
し
て
も
応
募
団
体
な
し
の
可
能
性
も
あ
る
。
受
託

可
能
な
団
体
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
受
託
団

体
の
育
成
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
廃
止
の
場
合
の
事
業
や
経
費
の
検
討

⑤
専
門
部
会
設
置
の
検
討　
　

⑥
地
域
住
民
へ
の
周
知　

　

継
続
に
は
地
域
住
民
の
自
発
的
な
存
続
へ
の
取
り
組

み
や
利
用
の
増
加
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
雲

渓
荘
の
あ
り
方
を
広
く
論
議
す
る
た
め
、
地
域
協
議
会

と
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
が
協
働
し
て
、
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
や
住
民
説
明
会
な
ど
を
通
し
て
広
く
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
協
議
会
の
開
催
経
過

●
平
成　

年
度
第
９
回
１
月　

日
開
催

２３

２４

●
平
成　

年
度
第　

回
２
月　

日
開
催

２３

１０

２０
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１
月　

日
号
で
募
集
し
た
、
樹
木
破
砕
機
の
愛

１６

称
が
「
ご
っ
さ
ん
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
命
名
者

は
鳥
屋
の
小
池
克
海
君
（
中
一
）
で
す
。

　

地
域
の
不
要
木
を
チ
ッ
プ
に
変
え
る
、
は
た
ら

く
「
ご
っ
さ
ん
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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編
集
●
上
田
市
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
課　

〒
３
８
６
�
０
５
９
２　

長
野
県
上
田
市
上
武
石　
７７

�
（
０
２
６
８
）　

�
２
３
１
１
㈹　

�
（
０
２
６
８
）
８
５
�
２
３
１
３

８５

E
m
ail
ttiiki@

city.ueda.nagano.jp
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印
刷
●
田
口
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記
▼
子
ど
も
が
ス
キ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
へ

十
数
年
ぶ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。広
く
な
っ
た
ゲ
レ
ン
デ
で
子
ど
も
と
思
い
っ
き
り
楽
し
め
、
ま
た
自
宅
か
ら
わ
ず
か
な

時
間
で
ス
キ
ー
場
へ
行
か
れ
る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。皆
さ
ん
も「
ば
っ
ち
ょ
」で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

〈
小
山
〉
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～ 土砂災害防止法による
　 土砂災害警戒区域等の指定へ ～
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　市では２３年度から、自治会が管理する防犯灯をＬＥＤに交換する際の補助制度を新

たに設け、５年を目途に市内にある防犯灯をＬＥＤ化する事業を進めています。

　現在、武石地域には防犯灯（自治会管理）が約４００基あります。東日本大震災による

東京電力福島原発の事故により、電力の供給事情は一変し、全国規模での電力不足が

懸念されています。そのような中、今までの蛍光灯型防犯灯をＬＥＤに交換すること

で、①CО2の排出量が半分以下で環境に優しく、②消費電力が約３５％削減され電力不

足の解消にもつながり、③電気料が１基当たり年額で約７２０円安くなる上、④蛍光管の

寿命も７倍に延びるため玉切れなどの交換費用も軽減されます。心配される明るさも

現在の蛍光灯とあまり変わりはなく、⑤虫が集まりにくいことも利点です。今年度は

武石地域内で９５基を交換しました。
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交換前

交換後
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　番所ヶ原スキー場でお使いくださ
いと、武石Jrスキーレーシング様よ
り、掛け時計をご寄贈いただきまし
た。紙面をもちまして厚くお礼申し
上げます。
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こ み そ

　１月３０日、ずくっ娘味噌工房（武石生活改善グループみそ班）
が「地産地消推進の店」に認定されました。これは、市が地産
地消推進のために、地元の農畜産物やその加工品を積極的に使
用する事業者を認定するもので、武石地域で５店目、食品加工

部門では初めての認定です。
　代表の橋詰美代子さんは、「今
後も武石産のより質の高い味噌
作りを目指していきたい」と話
していました。


